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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】デジタルテレビジョン放送に対応したデジタル
テレビやチューナーが無くとも、ユーザが、コンテンツ
情報を取得したり印刷したりできるようにする。
【解決手段】仲介サーバコンピュータは、ネットワーク
を介して、放送事業者の放送事業者サーバコンピュータ
と、ユーザのコンテンツ情報取得要求装置とに接続され
、前記放送事業者サーバコンピュータからコンテンツ情
報を取得して、コンテンツ情報データベースを構築する
手段と、前記コンテンツ情報取得要求装置から、コンテ
ンツ情報取得要求を受信する手段と、前記コンテンツ情
報取得要求を受信した場合に、前記コンテンツ情報デー
タベースを検索し、前記コンテンツ情報取得要求に対応
するコンテンツ情報を取得する手段と、取得したコンテ
ンツ情報を、前記コンテンツ情報取得要求装置に送信す
る、コンテンツ情報送信手段と、を備えて構成されてい
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介して、放送事業者の放送事業者サーバコンピュータと、ユーザのコン
テンツ情報取得要求装置とに接続される、仲介サーバコンピュータであって、
　前記放送事業者サーバコンピュータから、コンテンツ情報を取得して、コンテンツ情報
データベースを構築する、コンテンツ情報データベース構築手段と、
　前記コンテンツ情報取得要求装置から、コンテンツ情報取得要求を受信する、コンテン
ツ情報取得要求受信手段と、
　前記コンテンツ情報取得要求受信手段が、前記コンテンツ情報取得要求を受信した場合
に、前記コンテンツ情報データベースを検索し、前記コンテンツ情報取得要求に対応する
コンテンツ情報を取得する、コンテンツ情報取得手段と、
　前記コンテンツ情報取得手段が取得したコンテンツ情報を、前記コンテンツ情報取得要
求装置に送信する、コンテンツ情報送信手段と、
　を備えることを特徴とする、仲介サーバコンピュータ。
【請求項２】
　前記コンテンツ情報取得要求には、送信を要求するコンテンツ情報の放送事業者の指定
が含まれており、
　前記コンテンツ情報取得手段は、前記コンテンツ情報データベースを検索して、前記コ
ンテンツ情報取得要求に含まれている前記放送事業者のコンテンツ情報を取得する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の仲介サーバコンピュータ。
【請求項３】
　前記コンテンツ情報取得要求受信手段が前記コンテンツ情報取得要求を受信した日時を
特定する、受信日時特定手段を、さらに備えており、
　前記コンテンツ情報取得手段は、前記コンテンツ情報取得要求に含まれている前記放送
事業者と、前記受信日時特定手段で特定した日時とに対応する、コンテンツ情報を、前記
コンテンツ情報データベースから取得する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の仲介サーバコンピュータ。
【請求項４】
　前記コンテンツ情報取得要求受信手段が前記コンテンツ情報取得要求を受信した日時を
特定する、受信日時特定手段と、
　前記受信日時特定手段で特定した日時に対応する、すべての放送事業者のコンテンツ情
報を特定し、そのリストであるコンテンツ情報一覧リストを生成して、前記コンテンツ情
報取得要求装置に送信する、コンテンツ情報一覧リスト送信手段と、
　前記コンテンツ情報一覧リストに基づいて指定されたコンテンツ情報を特定する情報で
ある、送信コンテンツ指定を受信する、送信コンテンツ指定受信手段と、
　をさらに備えており、
　前記コンテンツ情報取得手段は、前記送信コンテンツ指定受信手段が、前記送信コンテ
ンツ指定を受信した場合に、前記コンテンツ情報データベースを検索し、前記送信コンテ
ンツ指定に対応するコンテンツ情報を取得する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の仲介サーバコンピュータ。
【請求項５】
　前記コンテンツ情報データベースには、コンテンツ情報に対応して、そのコンテンツ情
報に付随する情報データである付随情報データも保持されており、
　前記コンテンツ情報一覧リスト送信手段は、前記コンテンツ情報データベースを検索し
て、前記受信日時特定手段で特定した日時に対応する、すべての放送事業者のコンテンツ
情報について、前記付随情報データを取得し、この付随情報データも前記コンテンツ情報
一覧リストに含めて、前記コンテンツ情報取得要求装置に送信する、
　ことを特徴とする請求項４に記載の仲介サーバコンピュータ。
【請求項６】
　前記コンテンツ情報データベース構築手段が構築する前記コンテンツ情報データベース
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では、コンテンツ情報が、放送事業者と放送時間とに対応付けられて保持されている、こ
とを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の仲介サーバコンピュータ。
【請求項７】
　放送事業者サーバコンピュータからコンテンツ情報を取得することにより構築されたコ
ンテンツ情報データベースを有する仲介サーバコンピュータに、ネットワークを介して接
続される、プリンタであって、
　ユーザからコンテンツ情報の印刷要求を受け付ける、印刷要求受付手段と、
　前記印刷要求受付手段でコンテンツ情報の印刷要求を受け付けた場合に、このコンテン
ツ情報の印刷要求を、前記仲介サーバコンピュータに送信する、コンテンツ情報印刷要求
送信手段と、
　前記仲介サーバコンピュータから、前記コンテンツ情報の印刷要求に対する応答として
、印刷データを受信する、印刷データ受信手段と、
　前記印刷データ受信手段で受信した前記印刷データに基づいて、印刷を実行する、印刷
実行手段と、
　を備えることを特徴とするプリンタ。
【請求項８】
　放送事業者の放送事業者サーバコンピュータから取得したコンテンツ情報を、ネットワ
ークを介して、ユーザのコンテンツ情報取得要求装置に配信する仲介サーバコンピュータ
を有する、コンテンツ情報配信システムであって、
　前記仲介サーバコンピュータは、
　前記放送事業者サーバコンピュータから、コンテンツ情報を取得して、コンテンツ情報
データベースを構築する、コンテンツ情報データベース構築手段を、
　備えており、
　前記コンテンツ情報取得要求装置は、
　ユーザからコンテンツ情報の取得要求を受け付ける、コンテンツ情報取得要求受付手段
と、
　前記コンテンツ情報取得要求受付手段でコンテンツ情報の取得要求を受け付けた場合に
、コンテンツ情報取得要求を、前記仲介サーバコンピュータに送信する、コンテンツ情報
取得要求送信手段と、
　を備えており、
　前記仲介サーバコンピュータは、さらに、
　前記コンテンツ情報取得要求装置から、前記コンテンツ情報取得要求を受信する、コン
テンツ情報取得要求受信手段と、
　前記コンテンツ情報取得要求受信手段が、前記コンテンツ情報取得要求を受信した場合
に、前記コンテンツ情報データベースを検索し、前記コンテンツ情報取得要求に対応する
コンテンツ情報を取得する、コンテンツ情報取得手段と、
　前記コンテンツ情報取得手段が取得したコンテンツ情報を、前記コンテンツ情報取得要
求装置に送信する、コンテンツ情報送信手段と、
　を備えており、
　前記コンテンツ情報取得要求装置は、さらに、
　前記仲介サーバコンピュータから送信された前記コンテンツ情報を受信する、コンテン
ツ情報受信手段を、
　を備えることを特徴とする、コンテンツ情報配信システム。
【請求項９】
　前記コンテンツ情報取得要求装置は、前記コンテンツ情報受信手段で受信した前記コン
テンツ情報に基づいて印刷を実行する、印刷実行手段を、さらに備えることを特徴とする
請求項８に記載のコンテンツ情報配信システム。
【請求項１０】
　前記コンテンツ情報取得要求装置は、前記コンテンツ情報受信手段で受信した前記コン
テンツ情報を格納する、コンテンツ情報格納手段を、さらに備えることを特徴とする請求
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項８に記載のコンテンツ情報配信システム。
【請求項１１】
　放送事業者サーバコンピュータからコンテンツ情報を取得することにより構築されたコ
ンテンツ情報データベースを有する仲介サーバコンピュータに、ネットワークを介して接
続される、レコーダであって、
　ユーザからコンテンツ情報の取得要求を受け付ける、コンテンツ情報取得要求受付手段
と、
　前記コンテンツ情報取得要求受付手段でコンテンツ情報の取得要求を受け付けた場合に
、このコンテンツ情報の取得要求を、前記仲介サーバコンピュータに送信する、コンテン
ツ情報取得要求送信手段と、
　前記仲介サーバコンピュータから、前記コンテンツ情報の取得要求に対する応答として
、コンテンツ情報を受信する、コンテンツ情報受信手段と、
　前記コンテンツ情報受信手段で受信した前記コンテンツ情報を格納する、コンテンツ情
報格納手段と、
　を備えることを特徴とするレコーダ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンテンツ情報配信システムに関し、特に、デジタルテレビジョン放送に対
応したデジタルテレビが無くとも、コンテンツ情報を配信することのできるコンテンツ情
報配信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルテレビジョン放送を行っている放送事業者は、この放送している番組に関連す
るコンテンツ情報を、視聴者に配信するサービスを行っている。図１は、この配信サービ
スを実現するためのシステム構成を説明する図である。
【０００３】
　この図１に示すように、放送事業者から放送されたデジタルテレビジョン放送は、ユー
ザが保持するデジタルテレビジョン方法に対応したデジタルテレビ１０で受信され、ユー
ザは、このデジタルテレビ１０を用いることにより、デジタルテレビジョン方法を視聴す
ることができる。
【０００４】
　このデジタルテレビ１０の機種によっては、家庭内に設けられたネットワーク２０に接
続可能な機能を有するものもある。デジタルテレビ１０が接続されたネットワーク２０に
は、プリンタ３０が接続さている。このため、デジタルテレビ１０で受信された映像は、
単なる画像として、プリンタ３０で印刷することが可能である。
【０００５】
　また、放送事業者がデジタルテレビジョン放送に付随して、コンテンツ情報も配信して
いる場合もある。このような場合には、このコンテンツ情報をデジタルテレビ１０で受信
することにより、そのコンテンツ情報は、ネットワーク２０を介して、プリンタ３０で印
刷することが可能になる。
【０００６】
　また、図１の例では、プリンタ３０は、ネットワーク２０を介して、インターネット４
０に接続されており、さらに、デジタルテレビジョン放送を配信する放送事業者は、自ら
が管理する放送事業者サーバコンピュータ５０を備えており、この放送事業者サーバコン
ピュータ５０がインターネット４０に接続されている。また、この放送事業者サーバコン
ピュータ５０には、デジタルテレビジョン放送で配信した番組に関する情報がコンテンツ
情報として格納されている。このコンテンツ情報をプリンタ３０で印刷したいユーザは、
デジタルテレビ１０を操作し、プリンタ３０にアクセスするＵＲＩ（Uniform Resource I
dentifier）を指定して、印刷を指示する。アクセスすべきＵＲＩは、例えば、デジタル
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テレビジョン放送に付随して配信されており、これを、デジタルテレビ１０が受信するこ
とにより取得する。
【０００７】
　この印刷指示を受けたプリンタ３０は、指定されたＵＲＩにインターネット４０を介し
てアクセスし、放送事業者サーバコンピュータ５０が保持するコンテンツ情報を取得する
。そして、この取得したコンテンツ情報を、プリンタ３０は印刷する。このようにするこ
とにより、ユーザは、デジタルテレビジョン放送で放送されている番組に関するコンテン
ツ情報を、プリンタ３０で印刷することが可能となる。例えば、デジタルテレビジョン放
送で放送されている番組が料理番組である場合、その放送事業者が提供する料理のレシピ
に関する情報を、コンテンツ情報としてプリンタ３０で印刷することができるようになる
（例えば、特開２００４－１５９２４５号公報：特許文献１）。
【０００８】
　しかし、このような手法でコンテンツ情報を印刷するには、デジタルテレビジョン放送
に対応したデジタルテレビ１０の存在が必須である。ところが、デジタルテレビジョン放
送に対応していないテレビも多数存在しているのが実情であり、このようなテレビで番組
の視聴している場合でも、プリンタ３０を用いた印刷が実現できれば便利である。また、
テレビを視聴していない状況でも、プリンタ３０を用いた印刷が実現できれば、ユーザに
とって便利である。
【０００９】
　一方、このようなコンテンツ情報を事前に印刷予約して、プリンタで印刷するという技
術も提案されている（特開２００７－２３５６３９号公報：特許文献２）。しかし、印刷
予約をしてプリンタで印刷をする場合でも、デジタルテレビジョン放送に対応した受信装
置であるデジタルテレビやテレビチューナーの存在は必須であることに変わりがない。こ
のため、印刷予約をしてコンテンツ情報の印刷をする場合でも、デジタルテレビジョン放
送に対応したテレビやチューナーが介在せずとも実現できる技術が必要とされている。
【特許文献１】特開２００４－１５９２４５号公報
【特許文献２】特開２００７－２３５６３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで本発明は、前記課題に鑑みてなされたものであり、デジタルテレビジョン放送に
対応したデジタルテレビやチューナーが無くとも、ユーザが、コンテンツ情報を取得した
り印刷したりできるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため、本発明に係る仲介サーバコンピュータは、
　ネットワークを介して、放送事業者の放送事業者サーバコンピュータと、ユーザのコン
テンツ情報取得要求装置とに接続される、仲介サーバコンピュータであって、
　前記放送事業者サーバコンピュータから、コンテンツ情報を取得して、コンテンツ情報
データベースを構築する、コンテンツ情報データベース構築手段と、
　前記コンテンツ情報取得要求装置から、コンテンツ情報取得要求を受信する、コンテン
ツ情報取得要求受信手段と、
　前記コンテンツ情報取得要求受信手段が、前記コンテンツ情報取得要求を受信した場合
に、前記コンテンツ情報データベースを検索し、前記コンテンツ情報取得要求に対応する
コンテンツ情報を取得する、コンテンツ情報取得手段と、
　前記コンテンツ情報取得手段が取得したコンテンツ情報を、前記コンテンツ情報取得要
求装置に送信する、コンテンツ情報送信手段と、
　を備えることを特徴とする。
【００１２】
　この場合、前記コンテンツ情報取得要求には、送信を要求するコンテンツ情報の放送事
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業者の指定が含まれており、
　前記コンテンツ情報取得手段は、前記コンテンツ情報データベースを検索して、前記コ
ンテンツ情報取得要求に含まれている前記放送事業者のコンテンツ情報を取得するように
してもよい。
【００１３】
　この場合、前記コンテンツ情報取得要求受信手段が前記コンテンツ情報取得要求を受信
した日時を特定する、受信日時特定手段を、さらに備えており、
　前記コンテンツ情報取得手段は、前記コンテンツ情報取得要求に含まれている前記放送
事業者と、前記受信日時特定手段で特定した日時とに対応する、コンテンツ情報を、前記
コンテンツ情報データベースから取得するようにしてもよい。
【００１４】
　一方、仲介サーバコンピュータは、
　前記コンテンツ情報取得要求受信手段が前記コンテンツ情報取得要求を受信した日時を
特定する、受信日時特定手段と、
　前記受信日時特定手段で特定した日時に対応する、すべての放送事業者のコンテンツ情
報を特定し、そのリストであるコンテンツ情報一覧リストを生成して、前記コンテンツ情
報取得要求装置に送信する、コンテンツ情報一覧リスト送信手段と、
　前記コンテンツ情報一覧リストに基づいて指定されたコンテンツ情報を特定する情報で
ある、送信コンテンツ指定を受信する、送信コンテンツ指定受信手段と、
　をさらに備えており、
　前記コンテンツ情報取得手段は、前記送信コンテンツ指定受信手段が、前記送信コンテ
ンツ指定を受信した場合に、前記コンテンツ情報データベースを検索し、前記送信コンテ
ンツ指定に対応するコンテンツ情報を取得するようにしてもよい。
【００１５】
　この場合、前記コンテンツ情報データベースには、コンテンツ情報に対応して、そのコ
ンテンツ情報に付随する情報データである付随情報データも保持されており、
　前記コンテンツ情報一覧リスト送信手段は、前記コンテンツ情報データベースを検索し
て、前記受信日時特定手段で特定した日時に対応する、すべての放送事業者のコンテンツ
情報について、前記付随情報データを取得し、この付随情報データも前記コンテンツ情報
一覧リストに含めて、前記コンテンツ情報取得要求装置に送信するようにしてもよい。
【００１６】
　また、前記コンテンツ情報データベース構築手段が構築する前記コンテンツ情報データ
ベースでは、コンテンツ情報が、放送事業者と放送時間とに対応付けられて保持されてい
るようにしてもよい。
【００１７】
　本発明に係るプリンタは、放送事業者サーバコンピュータからコンテンツ情報を取得す
ることにより構築されたコンテンツ情報データベースを有する仲介サーバコンピュータに
、ネットワークを介して接続される、プリンタであって、
　ユーザからコンテンツ情報の印刷要求を受け付ける、印刷要求受付手段と、
　前記印刷要求受付手段でコンテンツ情報の印刷要求を受け付けた場合に、このコンテン
ツ情報の印刷要求を、前記仲介サーバコンピュータに送信する、コンテンツ情報印刷要求
送信手段と、
　前記仲介サーバコンピュータから、前記コンテンツ情報の印刷要求に対する応答として
、印刷データを受信する、印刷データ受信手段と、
　前記印刷データ受信手段で受信した前記印刷データに基づいて、印刷を実行する、印刷
実行手段と、
　を備えることを特徴とする。
【００１８】
　本発明に係るコンテンツ情報配信システムは、放送事業者の放送事業者サーバコンピュ
ータから取得したコンテンツ情報を、ネットワークを介して、ユーザのコンテンツ情報取
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得要求装置に配信する仲介サーバコンピュータを有する、コンテンツ情報配信システムで
あって、
　前記仲介サーバコンピュータは、
　前記放送事業者サーバコンピュータから、コンテンツ情報を取得して、コンテンツ情報
データベースを構築する、コンテンツ情報データベース構築手段を、
　備えており、
　前記コンテンツ情報取得要求装置は、
　ユーザからコンテンツ情報の取得要求を受け付ける、コンテンツ情報取得要求受付手段
と、
　前記コンテンツ情報取得要求受付手段でコンテンツ情報の取得要求を受け付けた場合に
、コンテンツ情報取得要求を、前記仲介サーバコンピュータに送信する、コンテンツ情報
取得要求送信手段と、
　を備えており、
　前記仲介サーバコンピュータは、さらに、
　前記コンテンツ情報取得要求装置から、前記コンテンツ情報取得要求を受信する、コン
テンツ情報取得要求受信手段と、
　前記コンテンツ情報取得要求受信手段が、前記コンテンツ情報取得要求を受信した場合
に、前記コンテンツ情報データベースを検索し、前記コンテンツ情報取得要求に対応する
コンテンツ情報を取得する、コンテンツ情報取得手段と、
　前記コンテンツ情報取得手段が取得したコンテンツ情報を、前記コンテンツ情報取得要
求装置に送信する、コンテンツ情報送信手段と、
　を備えており、
　前記コンテンツ情報取得要求装置は、さらに、
　前記仲介サーバコンピュータから送信された前記コンテンツ情報を受信する、コンテン
ツ情報受信手段を、
　を備えることを特徴とする。
【００１９】
　この場合、前記コンテンツ情報取得要求装置は、前記コンテンツ情報受信手段で受信し
た前記コンテンツ情報に基づいて印刷を実行する、印刷実行手段を、さらに備えるように
してもよい。
【００２０】
　或いは、前記コンテンツ情報取得要求装置は、前記コンテンツ情報受信手段で受信した
前記コンテンツ情報を格納する、コンテンツ情報格納手段を、さらに備えるようにしても
よい。
【００２１】
　本発明に係るレコーダは、放送事業者サーバコンピュータからコンテンツ情報を取得す
ることにより構築されたコンテンツ情報データベースを有する仲介サーバコンピュータに
、ネットワークを介して接続される、レコーダであって、
　ユーザからコンテンツ情報の取得要求を受け付ける、コンテンツ情報取得要求受付手段
と、
　前記コンテンツ情報取得要求受付手段でコンテンツ情報の取得要求を受け付けた場合に
、このコンテンツ情報の取得要求を、前記仲介サーバコンピュータに送信する、コンテン
ツ情報取得要求送信手段と、
　前記仲介サーバコンピュータから、前記コンテンツ情報の取得要求に対する応答として
、コンテンツ情報を受信する、コンテンツ情報受信手段と、
　前記コンテンツ情報受信手段で受信した前記コンテンツ情報を格納する、コンテンツ情
報格納手段と、
　を備えることを特徴とする。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
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　以下、図面を参照して、本発明の実施形態を説明する。なお、以下に説明する実施形態
は、本発明の技術的範囲を限定するものではない。
【００２３】
　〔第１実施形態〕
　図２は、本実施形態に係るコンテンツ情報配信システム１００の全体構成の一例を説明
するブロック図である。この図２に示すように、本実施形態に係るコンテンツ情報配信シ
ステム１００では、複数の放送事業者サーバコンピュータ１１０にネットワークを介して
接続された、仲介サーバコンピュータ１２０が設けられている。この仲介サーバコンピュ
ータ１２０は、放送事業者サーバコンピュータ１１０のそれぞれから、コンテンツ情報を
取得して、コンテンツ情報データベースを構築する。
【００２４】
　仲介サーバコンピュータ１２０に接続される放送事業者サーバコンピュータ１１０の台
数は任意である。すなわち、１台の放送事業者サーバコンピュータ１１０だけが仲介サー
バコンピュータ１２０に接続されていてもよいし、或いは、２台、３台といった複数の放
送事業者サーバコンピュータ１１０が仲介サーバコンピュータ１２０に接続されてもよい
。この図２の例では、都合３台の放送事業者サーバコンピュータが仲介サーバコンピュー
タ１２０に接続されており、放送事業者１の放送事業者サーバコンピュータが１１０Ａで
あり、放送事業者２の放送事業者サーバコンピュータが１１０Ｂであり、放送事業者２の
放送事業者サーバコンピュータが１１０Ｃであることを想定している。
【００２５】
　仲介サーバコンピュータ１２０は、インターネット１３０にも接続されている。インタ
ーネット１３０は、不特定多数の利用者が接続可能な公衆ネットワークの一例である。こ
の図２の例では、家庭内のネットワーク１４０を介して、プリンタ１５０がインターネッ
ト１３０に接続されている。このため、プリンタ１５０は、ネットワーク１４０とインタ
ーネット１３０とを介して、仲介サーバコンピュータ１２０にアクセス可能である。この
プリンタ１５０は、コンテンツ情報の送信要求を仲介サーバコンピュータ１２０に送信し
、仲介サーバコンピュータ１２０からコンテンツ情報を取得する、コンテンツ情報取得要
求装置の一例である。
【００２６】
　図３は、放送事業者サーバコンピュータ１１０の内部構成の一例を説明するブロック図
である。この図３に示すように、放送事業者サーバコンピュータ１１０は、ＣＰＵ（Cent
ral Processing Unit）１６０と、ＲＡＭ（Random Access Memory）１６２と、ＲＯＭ（R
ead Only Memory）１６４と、ハードディスクドライブ１６６と、通信インターフェース
１６８とを備えており、これらは互いに、内部バス１７０を介して接続されている。
【００２７】
　ＣＰＵ１６０は、この放送事業者サーバコンピュータ１１０の全体的な制御を行う制御
部を構成する。このＣＰＵ１６０は、この各種の制御を実現するにあたり、必要なプログ
ラムをＲＯＭ１６４やハードディスクドライブ１６６から読み込んだり、生成されたデー
タをＲＡＭ１６２やハードディスクドライブ１６６に書き込んだりする。
【００２８】
　ハードディスクドライブ１６６は、いわゆる大容量の補助記憶装置を構成しており、プ
ログラムの他、各種制御データなども不揮発的に記憶される。特に、本実施形態において
は、このハードディスクドライブ１６６には、放送事業者が作成したコンテンツ情報が、
コンテンツ情報データベースとして格納され保持される。
【００２９】
　通信インターフェース１６８は、放送事業者サーバコンピュータ１１０と仲介サーバコ
ンピュータ１２０との間の通信を実現するためのインターフェースである。放送事業者サ
ーバコンピュータ１１０と仲介サーバコンピュータ１２０との間は、専用回線により接続
されるようにしてもよいし、或いは、インターネットのような公衆回線により接続される
ようにしてもよい。
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【００３０】
　さらに、内部バス１７０には、表示出力インターフェース１７２と、ユーザ入力インタ
ーフェース１７４とが接続されている。表示出力インターフェース１７２には、ケーブル
１８０を介して、表示画面１８２が接続される。表示画面１８２は、例えば、ＣＲＴ（Ca
thode Ray Tube）ディスプレイや、液晶ディスプレイにより、構成されている。なお、図
３の例では、表示画面１８２は、放送事業者サーバコンピュータ１１０の本体とは別個に
設けられているが、この表示画面１８２を、放送事業者サーバコンピュータ１１０本体と
一体に設けられているようにしてもよい。
【００３１】
　ユーザ入力インターフェース１７４には、ケーブル１８４を介して、ユーザ入力装置１
８６が接続される。ユーザ入力装置１８６は、例えば、キーボードやマウス、各種の制御
ボタンなどにより、構成されている。なお、図３の例では、ユーザ入力装置１８６は、放
送事業者サーバコンピュータ１１０の本体とは別個に設けられているが、このユーザ入力
装置１８６を、放送事業者サーバコンピュータ１１０本体と一体に設けられているように
してもよい。
【００３２】
　放送事業者のユーザは、ユーザ入力装置１８６を操作して、ハードディスクドライブ１
６６に、デジタルテレビジョン放送の番組に関するコンテンツ情報を蓄積し、コンテンツ
情報データベースを、ハードディスクドライブ１６６に予め構築しておく。このハードデ
ィスクドライブ１６６に構築されたコンテンツ情報データベースのコンテンツ情報は、図
１に示した従来の構成であれば、プリンタ３０がインターネット４０を介して放送事業者
サーバコンピュータ５０から取得するコンテンツ情報でもある。
【００３３】
　図４は、仲介サーバコンピュータ１２０の内部構成の一例を説明するブロック図である
。この図４に示すように、仲介サーバコンピュータ１２０は、ＣＰＵ（Central Processi
ng Unit）２００と、ＲＡＭ（Random Access Memory）２０２と、ＲＯＭ（Read Only Mem
ory）２０４と、ハードディスクドライブ２０６と、通信インターフェース２０８とを備
えており、これらは互いに、内部バス２１０を介して接続されている。
【００３４】
　ＣＰＵ２００は、この仲介サーバコンピュータ１２０の全体的な制御を行う制御部を構
成する。このＣＰＵ２００は、この各種の制御を実現するにあたり、必要なプログラムを
ＲＯＭ２０４やハードディスクドライブ２０６から読み込んだり、生成されたデータをＲ
ＡＭ２０２やハードディスクドライブ２０６に書き込んだりする。
【００３５】
　ハードディスクドライブ２０６は、いわゆる大容量の補助記憶装置を構成しており、プ
ログラムの他、各種制御データなども不揮発的に記憶される。特に、本実施形態において
は、このハードディスクドライブ２０６には、放送事業者から取得したコンテンツ情報が
、コンテンツ情報データベースとして構築され保持される。
【００３６】
　通信インターフェース２０８は、仲介サーバコンピュータ１２０と放送事業者サーバコ
ンピュータ１１０との間の通信を実現するためのインターフェースである。上述したよう
に、仲介サーバコンピュータ１２０と放送事業者サーバコンピュータ１１０との間は、専
用回線により接続されるようにしてもよいし、或いは、インターネットのような公衆回線
により接続されるようにしてもよい。
【００３７】
　また、通信インターフェース２０８は、仲介サーバコンピュータ１２０がインターネッ
ト１３０へ接続することも可能にする。すなわち、仲介サーバコンピュータ１２０は、通
信インターフェース２０８を介して、インターネット１３０に接続される。
【００３８】
　さらに、内部バス２１０には、表示出力インターフェース２１２と、ユーザ入力インタ
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ーフェース２１４とが接続されている。表示出力インターフェース２１２には、ケーブル
２２０を介して、表示画面２２２が接続される。表示画面２２２は、例えば、ＣＲＴ（Ca
thode Ray Tube）ディスプレイや、液晶ディスプレイにより、構成されている。なお、図
４の例では、表示画面２２２は、仲介サーバコンピュータ１２０の本体とは別個に設けら
れているが、この表示画面２２２を、仲介サーバコンピュータ１２０本体と一体に設けら
れているようにしてもよい。
【００３９】
　ユーザ入力インターフェース２１４には、ケーブル２２４を介して、ユーザ入力装置２
２６が接続される。ユーザ入力装置２２６は、例えば、キーボードやマウス、各種の制御
ボタンなどにより、構成されている。なお、図４の例では、ユーザ入力装置２２６は、仲
介サーバコンピュータ１２０の本体とは別個に設けられているが、このユーザ入力装置２
２６を、仲介サーバコンピュータ１２０本体と一体に設けられているようにしてもよい。
【００４０】
　図５は、プリンタ１５０の内部構成の一例を説明するブロック図である。この図５に示
すように、プリンタ１５０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）２４０と、ＲＡＭ（R
andom Access Memory）２４２と、ＲＯＭ（Read Only Memory）２４４と、印刷エンジン
２４６と、通信インターフェース２４８とを備えており、これらは互いに、内部バス２５
０を介して接続されている。
【００４１】
　ＣＰＵ２４０は、このプリンタ１５０の全体的な制御を行う制御部を構成する。例えば
、プリンタ１５０が印刷を実行する際に必要な、各種の制御を行う。また、このＣＰＵ２
４０は、この各種の制御を実現するにあたり、必要なプログラムをＲＯＭ２４４から読み
込んだり、生成されたデータをＲＡＭ２４２に書き込んだりする。
【００４２】
　印刷エンジン２４６は、印刷用紙などの印刷媒体に印刷を行う機構部である。この印刷
エンジン２４６は、例えば、インクジェット式の印刷機構や、レーザービーム式の印刷機
構により、構成することができる。ＣＰＵ２４０は、印刷データに基づいて、印刷エンジ
ン２４６を制御するのに必要なデータを生成し、印刷エンジン２４６に印刷を行わせる。
【００４３】
　通信インターフェース２４８は、このプリンタ１５０をネットワーク１４０に接続する
ためのインターフェースである。プリンタ１５０は、この通信インターフェース２４８を
介して、ネットワーク１４０に接続され、インターフェース１３０に接続されることとな
る。
【００４４】
　さらに、内部バス２５０には、表示画面２５２と、ユーザ入力装置２５４とが接続され
ている。本実施形態においては、表示画面２５２は、例えば、小型の液晶ディスプレイに
より、構成されている。
【００４５】
　また、本実施形態においては、ユーザ入力装置２５４は、例えば、テンキーや幾つかの
制御ボタンなどにより構成されている。ただし、このユーザ入力装置２５４は、表示画面
２５２がタッチパネルで構成されている場合には、表示画面２５２と一体に構成すること
も可能である。
【００４６】
　次に、図６に基づいて、本実施形態に係るコンテンツ情報配信システム１００における
コンテンツ情報の配信処理を説明する。この図６は、プリンタ１５０と、仲介サーバコン
ピュータ１２０と、放送事業者サーバコンピュータ１１０との間における、データやリク
エストのやり取りを説明するためのフローチャートを示している。
【００４７】
　この図６における放送事業者サーバコンピュータ１１０が実行すべき処理は、放送事業
者サーバコンピュータ１１０のＣＰＵ１６０が、例えばＲＯＭ１６４に格納されている所
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定のプログラムを読み込んで実行することにより、実現される処理である。また、図６に
おける仲介サーバコンピュータ１２０が実行すべき処理は、仲介サーバコンピュータ１２
０のＣＰＵ２００が、例えばＲＯＭ２０４に格納されている所定のプログラムを読み込ん
で実行することにより、実現される処理である。また、図６におけるプリンタ１５０が実
行すべき処理は、プリンタ１５０のＣＰＵ２４０が、例えばＲＯＭ２４４に格納されてい
る所定のプログラムを読み込んで実行することにより、実現される処理である。
【００４８】
　この図６に示すように、仲介サーバコンピュータ１２０は、放送事業者の放送事業者サ
ーバコンピュータ１１０とやり取りをして、放送事業者サーバコンピュータ１１０からコ
ンテンツ情報を取得して、コンテンツ情報データベースを構築する（ステップＳ１００、
ステップＳ１０２）。具体的には、仲介サーバコンピュータ１２０は、定常的に、放送事
業者サーバコンピュータ１１０からコンテンツ情報を取得し、この取得したコンテンツ情
報に基づいて、コンテンツ情報データベースを構築する。仲介サーバコンピュータ１２０
がコンテンツ情報を取得するタイミングは、任意であり、種々のタイミングが考えられる
。
【００４９】
　例えば、放送事業者がデジタルテレビジョン放送で番組を配信しているのと並行して、
放送事業者サーバコンピュータ１１０が、その番組のコンテンツ情報を随時、仲介サーバ
コンピュータ１２０に送信するようにしてもよい。或いは、１時間に１回といった定期的
な周期で、又は、１日に１回といった定期定な周期で、放送事業者サーバコンピュータ１
１０から仲介サーバコンピュータ１２０に、まとめて、コンテンツ情報を送信するように
してもよい。この場合、仲介サーバコンピュータ１２０が保持するコンテンツ情報データ
ベースには、まだ放送されていない番組に関するコンテンツ情報も蓄積されることとなる
。
【００５０】
　また、仲介サーバコンピュータ１２０が、放送事業者サーバコンピュータ１１０からコ
ンテンツ情報を取得した際には、そのコンテンツ情報がＸＭＬ等の必ずしも印刷に適した
ものではないデータフォーマットであった場合には、そのコンテンツ情報をＰＤＦやＪＰ
ＥＧなどの印刷に適したデータフォーマットに変換して、コンテンツ情報データベースを
構築するようにしてもよい。
【００５１】
　仲介サーバコンピュータ１２０では、放送事業者毎に区分して、このコンテンツ情報を
蓄積する。また、蓄積したコンテンツ情報は、番組の放送時間との対応関係を保持した状
態で、蓄積される。例えば、放送事業者と時刻情報とに基づいて、コンテンツ情報データ
ベースを検索することにより、特定のコンテンツ情報が取得できるようにデータベースが
構築される。
【００５２】
　本実施形態においては、コンテンツ情報データベースでこのような検索を実現するため
に、図７に示すような、コンテンツ情報対応テーブルＴＢ１０が、コンテンツ情報データ
ベースに形成されている。すなわち、本実施形態においては、放送事業者１のコンテンツ
情報個別対応テーブルＴＢ２０と、放送事業者２のコンテンツ情報個別データベースＴＢ
２２と、放送事業者３のコンテンツ情報個別対応テーブルＴＢ２４とにより、コンテンツ
情報対応テーブルＴＢ１０が構成されている。この図７の例では、３つの放送事業者が存
在する場合を想定しているが、このコンテンツ情報個別対応テーブルは、放送事業者毎に
形成される。
【００５３】
　コンテンツ情報個別対応テーブルＴＢ２０を例に、その具体的な構成を説明すると、コ
ンテンツ情報個別対応テーブルＴＢ２０は、「放送年月日」と、「放送開始時刻」と、「
放送終了時刻」と、「コンテンツ情報特定データ」とを、データ項目として備えている。
「コンテンツ情報特定データ」には、プリンタからのコンテンツ情報の送信要求を受けて
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、実際にプリンタに送信するデータを特定する情報が、格納されている。
【００５４】
　「放送年月日」には、コンテンツ情報に対応する番組の放送日時が格納されており、「
放送開始時刻」は、コンテンツ情報に対応する番組の放送が始まる時刻が格納されており
、「放送終了時刻」は、コンテンツ情報に対応する番組の放送が終わる時刻が格納されて
いる。但し、本実施形態を実現するにあたっては、「放送年月日」は、そのコンテンツ情
報をプリンタに送信する日付を意味しており、「放送開始時刻」は、そのコンテンツ情報
をプリンタに送信するのを開始する時刻を意味しており、「放送終了時刻」は、そのコン
テンツ情報をプリンタに送信するのを終了する時刻を意味している。
【００５５】
　例えば、図７のコンテンツ情報個別対応テーブルＴＢ２０の例では、２００８年１１月
２０日の１３：００から１３：５０の間に、放送事業者１を指定したコンテンツ情報の送
信要求を受け付けた場合には、仲介サーバコンピュータ１２０は、Ａ１００００．ＰＤＦ
とＡ１０００１．ＰＤＦという２つのファイルを、コンテンツ情報データベースから検索
して、印刷データとしてプリンタに送信することを意味している。
【００５６】
　一方で、図６に示すように、プリンタ１５０のユーザは、任意のタイミングで、コンテ
ンツ情報の印刷指示を、プリンタ１５０に入力する（ステップＳ１１０）。例えば、ユー
ザは、テレビで番組を見ていて、その番組のコンテンツ情報を印刷したいと思った場合に
は、プリンタ１５０に対して、その番組を放送している放送事業者を指定して、コンテン
ツ情報を取得して印刷するように指示する。
【００５７】
　図８は、ユーザがコンテンツ情報の印刷をプリンタ１５０に指示する際に、表示画面２
５２に表示されるコンテンツ情報印刷指示画面Ｗ１０の構成の一例を示す図である。この
図８に示すコンテンツ情報印刷指示画面Ｗ１０は、メニュー画面からユーザが適宜画面操
作をすることにより、到達することの出来る画面である。
【００５８】
　このコンテンツ情報印刷指示画面Ｗ１０には、放送事業者を選択するための画面が表示
される。本実施形態においては、放送事業者１、放送事業者２、放送事業者３の３つの放
送事業者が存在することを前提としているため、これら３つの放送事業者のいずれかを選
択する画面が表示される。
【００５９】
　この図８の例では、コンテンツ情報印刷指示画面Ｗ１０には、カーソルＣＲも表示され
、ユーザは、ユーザ入力装置２５４を操作して、このカーソルＣＲを、自分がコンテンツ
情報の印刷をしたいと考えている放送事業者に移動して、ユーザ入力装置２５４から、印
刷指示を入力する。ここでは、ユーザが、放送事業者１のコンテンツ情報を印刷する指示
を入力した場合を想定して、以下の説明を行う。なお、図８のコンテンツ情報印刷指示画
面Ｗ１０の例では、ユーザは放送事業者を指定することとしているが、チャネル番号と放
送事業者とが１対１に対応付けられている場合には、このコンテンツ情報印刷指示画面Ｗ
１０で、チャネル番号を指定して、放送事業者を特定するようにしてもよい。
【００６０】
　図６に示すように、コンテンツ情報の印刷指示の入力を受け付けたプリンタ１５０は、
コンテンツ情報の印刷要求を、仲介サーバコンピュータ１２０に送信する（ステップＳ１
１２）。本実施形態においては、このコンテンツ情報の印刷要求には、印刷するコンテン
ツ情報を特定するための情報として、放送事業者を特定する情報は含まれているが、番組
を特定する時刻情報等は含まれていない。これは、この印刷要求を受信した仲介サーバコ
ンピュータ１２０で、時刻情報は自動的に特定できるからである。但し、プリンタ１５０
がユーザから印刷要求を受け付けた時刻などを、番組を特定する時刻情報として、印刷要
求に含むようにしてもよい。
【００６１】
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　このコンテンツ情報の印刷要求を受信した仲介サーバコンピュータ１２０は、この印刷
要求を受け付けた日時を特定する（ステップＳ１１４）。この日時は、例えば、仲介サー
バコンピュータ１２０が備えている時計機能を用いて、特定することが可能である。
【００６２】
　次に、仲介サーバコンピュータ１２０は、印刷要求に含まれている放送事業者を特定す
る情報と、ステップＳ１１４で特定した日時に特定する情報とに基づいて、コンテンツ情
報データベースを検索し、プリンタ１５０に送信すべきコンテンツ情報を特定する（ステ
ップＳ１１６）。
【００６３】
　例えば、ステップＳ１１４で特定した印刷要求を受け付けた日時が、２００８年１１月
２０日の１３：１０であったと仮定すると、仲介サーバコンピュータ１２０は、放送事業
者１のコンテンツ情報個別対応データベースＴＢ２０を検索して、プリンタ１５０に送信
すべきコンテンツ情報として、Ａ１００００．ＰＤＦとＡ１０００１．ＰＤＦという２つ
のファイルを特定する。
【００６４】
　次に、仲介サーバコンピュータ１２０は、ステップＳ１１６で特定したコンテンツ情報
を、印刷データとして、プリンタ１５０に送信する（ステップＳ１１８）。すなわち、ス
テップＳ１１６で特定したコンテンツ情報を、コンテンツ情報データベースから読み出し
て、プリンタ１５０に送信する。
【００６５】
　上記の例では、仲介サーバコンピュータ１２０は、コンテンツ情報データベースから、
Ａ１００００．ＰＤＦとＡ１０００１．ＰＤＦという２つのファイルのデータを読み出し
て、プリンタ１５０に印刷データとして送信する。
【００６６】
　この印刷データを、プリンタ１５０は、受信して（ステップＳ１２０）、印刷エンジン
２４６を駆動して印刷を実行する（ステップＳ１２２）。上記の例では、プリンタ１５０
は、Ａ１００００．ＰＤＦとＡ１０００１．ＰＤＦという２つのファイルをコンテンツ情
報として受信して取得するので、この取得した２つのファイルを印刷データとした印刷を
行う。
【００６７】
　これにより、ユーザがプリンタ１５０に対して、放送事業者を特定したコンテンツ情報
の印刷を指示した場合における、コンテンツ情報の印刷処理が終了する。
【００６８】
　図９は、ステップＳ１２２の印刷の実行により印刷された印刷結果の一例を示す図であ
る。例えば、ユーザが見ていた番組が料理番組であり、ユーザがその番組を放送している
放送事業者のコンテンツ情報の印刷を要求した場合には、プリンタ１５０では、図９に示
すような料理の作り方のレシピが印刷される。
【００６９】
　以上のように、本実施形態に係るコンテンツ情報配信システム１００によれば、ユーザ
は、プリンタ１５０に、コンテンツ情報の印刷をしたい放送事業者を指定して印刷を指示
するだけで、そのコンテンツ情報の印刷結果を得ることができる。このため、従来必要で
あったデジタルテレビジョン放送に対応したデジタルテレビが無くとも、プリンタ１５０
で放送事業者のコンテンツ情報を印刷することができる。
【００７０】
　また、プリンタ１５０にコンテンツ情報の印刷を指示する際には、その放送事業者を特
定する情報を入力するだけで、印刷を行うことができる。これは、図６のステップＳ１１
４において、コンテンツ情報の印刷要求を受信した仲介サーバコンピュータ１２０が、そ
の受付日時を特定し、この受付日時に基づいて、プリンタ１５０に送信すべきコンテンツ
情報を検索するようにしたためである。このため、ユーザがコンテンツ情報を印刷しよう
とする際のプリンタ１５０に対する操作を、簡便にすることができる。
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【００７１】
　なお、本実施形態においては、ステップＳ１１０で、ユーザが放送事業者を特定するこ
となく、プリンタ１５０にコンテンツ情報の印刷を指示するようにしてもよい。この場合
には、コンテンツ情報の印刷要求を受信した仲介サーバコンピュータ１２０は、受信した
日時を特定し、特定した日時に基づいて、すべての放送事業者のコンテンツ情報個別デー
タベースＴＢ２０、ＴＢ２２、ＴＢ２４を検索する。そして、該当するすべてのコンテン
ツ情報を特定し、すべての放送事業者のコンテンツ情報をプリンタ１５０に送信する。こ
のため、プリンタ１５０は、その時刻で放送されている番組のすべてのコンテンツ情報を
取得し、印刷することとなる。このような仕組みにすることにより、ユーザは、コンテン
ツ情報の印刷をしようとする際に、放送事業者さえも特定する必要が無くなり、プリンタ
１５０に対する操作がより簡便になるという利点がある。
【００７２】
　〔第２実施形態〕
　第２実施形態は、上述した第１実施形態を変形して、仲介サーバコンピュータ１２０か
らプリンタ１５０が印刷可能なコンテンツ情報の一覧を一旦取得し、ユーザは、この一覧
を見て、印刷すべきコンテンツ情報を選択し、この選択したコンテンツ情報がプリンタ１
５０で印刷されるようにしたものである。以下、上述した第１実施形態と異なる部分を説
明する。
【００７３】
　図１０は、本実施形態に係るコンテンツ情報配信システム１００におけるコンテンツ情
報の配信処理を説明するためのフローチャートを示す図であり、上述した第１実施形態に
おける図６に対応する図である。すなわち、この図１０は、プリンタ１５０と、仲介サー
バコンピュータ１２０と、放送事業者サーバコンピュータ１１０との間における、データ
やリクエストのやり取りを示している。
【００７４】
　この図１０における放送事業者サーバコンピュータ１１０が実行すべき処理は、放送事
業者サーバコンピュータ１１０のＣＰＵ１６０が、例えばＲＯＭ１６４に格納されている
所定のプログラムを読み込んで実行することにより、実現される処理である。また、図１
０における仲介サーバコンピュータ１２０が実行すべき処理は、仲介サーバコンピュータ
１２０のＣＰＵ２００が、例えばＲＯＭ２０４に格納されている所定のプログラムを読み
込んで実行することにより、実現される処理である。また、図１０におけるプリンタ１５
０が実行すべき処理は、プリンタ１５０のＣＰＵ２４０が、例えばＲＯＭ２４４に格納さ
れている所定のプログラムを読み込んで実行することにより、実現される処理である。
【００７５】
　この図１０においては、仲介サーバコンピュータ１２０は、放送事業者の放送事業者サ
ーバコンピュータ１１０とやり取りをして、放送事業者サーバコンピュータ１１０からコ
ンテンツ情報を取得し、コンテンツ情報データベースを構築する（ステップＳ１００、ス
テップＳ１０２）。このステップＳ１００及びステップＳ１０２の処理は、上述した第１
実施形態と同様であり、構築されるコンテンツ情報データベースの構造も、上述した第１
実施形態と同様である。
【００７６】
　プリンタ１５０のユーザは、任意のタイミングで、コンテンツ情報の印刷指示を、プリ
ンタ１５０に入力する（ステップＳ２００）。例えば、ユーザは、テレビで番組を見てい
て、その番組のコンテンツ情報を印刷したいと思った場合には、プリンタ１５０に対して
、その番組を放送している放送事業者を指定して、コンテンツ情報の印刷を指示する。具
体的な放送事業者の指定手法は、上述した第１実施形態と同様である。ここでは、第１実
施形態と同様に、ユーザが、放送事業者１を指定して、コンテンツ情報の印刷を要求した
場合を想定する。
【００７７】
　このコンテンツ情報の印刷指示の入力を受け付けたプリンタ１５０は、コンテンツ情報
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の印刷要求を、仲介サーバコンピュータ１２０に送信する（ステップＳ２０２）。第１実
施形態と同様に、このコンテンツ情報の印刷要求には、印刷するコンテンツ情報を特定す
るための情報として、放送事業者を特定する情報は含まれているが、番組を特定する時刻
情報等は含まれていない。これは、この印刷要求を受信した仲介サーバコンピュータ１２
０で、時刻情報は自動的に特定できるからである。但し、プリンタ１５０がユーザから印
刷要求を受け付けた時刻などを、番組を特定する時刻情報として、印刷要求に含むように
してもよい。
【００７８】
　このコンテンツ情報の印刷要求を受信した仲介サーバコンピュータ１２０は、この印刷
要求を受け付けた日時を特定する（ステップＳ２０４）。この日時は、例えば、仲介サー
バコンピュータ１２０が備えている時計機能を用いて、特定することが可能である。
【００７９】
　次に、仲介サーバコンピュータ１２０は、印刷要求に含まれている放送事業者を特定す
る情報と、ステップＳ２０４で特定した日時に関する情報とに基づいて、コンテンツ情報
データベースを検索し、印刷可能なすべてのコンテンツ情報を特定する（ステップＳ２０
６）。
【００８０】
　例えば、上述した第１実施形態と同様に、ステップＳ２０４で特定した印刷要求を受け
付けた日時が、２００８年１１月２０日の１３：１０であったと仮定すると、仲介サーバ
コンピュータ１２０は、放送事業者１のコンテンツ情報個別対応データベースＴＢ２０を
検索して、印刷可能なコンテンツ情報として、Ａ１００００．ＰＤＦとＡ１０００１．Ｐ
ＤＦという２つのファイルを特定する。
【００８１】
　次に、仲介サーバコンピュータ１２０は、ステップＳ２０６で取得したコンテンツ情報
に基づいて、コンテンツ情報データベースを検索して、そのコンテンツ情報の付随情報デ
ータを取得する（ステップＳ２０８）。
【００８２】
　図１１は、本実施形態に係るコンテンツ情報データベースに形成されている付随情報テ
ーブルＴＢ３０の構成の一例を示す図である。この図１１に示すように、付随情報テーブ
ルＴＢ３０には、コンテンツ情報であるファイルのファイル名と、そのファイルに付随す
る情報である付随情報データとが、格納されている。この付随情報データは、放送事業者
が、放送事業者サーバコンピュータ１１０にコンテンツ情報データベースを構築する際に
入力される情報である。この放送事業者サーバコンピュータ１１０のコンテンツ情報デー
タベースから、仲介サーバンピュータ１２０は、付随情報データを取得して、ファイル名
毎に対応付けて、付随情報テーブルＴＢ３０に格納し、保持しておく。
【００８３】
　上述した例では、ステップＳ２０６で取得したコンテンツ情報のファイル名が、Ａ１０
０００．ＰＤＦとＡ１０００１．ＰＤＦであるので、仲介サーバコンピュータ１２０は、
この付随情報テーブルＴＢ３０から、Ａ１００００．ＰＤＦの付随情報データとして「放
送事業者１：きょうの夕食のレシピ情報」を取得し、Ａ１０００１．ＰＤＦの付随情報デ
ータとして「放送事業者１：きょうの夕食の先生の経歴」を取得する。
【００８４】
　次に、仲介サーバコンピュータ１２０は、ステップＳ２０６で特定した印刷可能なコン
テンツ情報を特定する情報であるファイル名と、ステップＳ２０８で取得した付随情報デ
ータに基づいて、印刷可能なコンテンツ情報の一覧リストを作成し、プリンタ１５０に送
信する（ステップＳ２１０）。
【００８５】
　この印刷可能なコンテンツ情報の一覧リストをプリンタ１５０は受信し（ステップＳ２
１２）、その一覧リストを表示画面２５２に表示する（ステップＳ２１４）。図１２は、
このステップＳ２１４で表示画面２５２に表示されるコンテンツ情報一覧画面Ｗ２０の構
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成の一例を示す図である。
【００８６】
　この図１２に示すように、コンテンツ情報一覧画面Ｗ２０には、ステップＳ２１２で受
信した、印刷可能なコンテンツ情報の一覧リストが、ユーザ選択可能なように表示される
。なお、本実施形態においては、コンテンツ情報一覧画面Ｗ２０には、コンテンツ情報に
付随する付随情報データが表示されるが、コンテンツ情報を特定する情報であるファイル
名は表示されないようにしている。但し、このファイル名も付随情報データとともに、こ
のコンテンツ情報一覧画面Ｗ２０に表示されるようにしてもよい。
【００８７】
　本実施形態においては、このコンテンツ情報一覧画面Ｗ２０には、カーソルＣＲも表示
され、ユーザは、このカーソルＣＲをユーザ入力装置２５４で移動操作し、印刷を希望す
るコンテンツ情報を指定して、入力する（ステップＳ２１６）。印刷を希望するコンテン
ツ情報は、１つだけ指定できるようにしてもよいし、或いは、複数指定できるようにして
もよい。ここでは、「放送事業者１：きょうの夕食の先生の経歴」をユーザが指定したと
仮定する。
【００８８】
　次に、プリンタ１５０は、ユーザの指定したコンテンツ情報を特定する情報である印刷
コンテンツ指定を、仲介サーバコンピュータ１２０に送信する（ステップＳ２１８）。本
実施形態においては、この印刷コンテンツ指定は、コンテンツ情報の一覧リストに含まれ
ていたファイル名を用いている。そして、この印刷コンテンツ指定を、仲介サーバコンピ
ュータ１２０は受信する（ステップＳ２２０）。
【００８９】
　この印刷コンテンツ指定を受信した仲介サーバコンピュータ１２０は、印刷コンテンツ
指定で指定されているコンテンツ情報のファイルを、印刷データとして、プリンタ１５０
に送信する（ステップＳ２２２）。すなわち、指定されたコンテンツ情報のファイルを、
コンテンツ情報データベースから読み出して、プリンタ１５０に送信する。
【００９０】
　上述した例では、ユーザは「放送事業者１：きょうの夕食の先生の経歴」を指定してい
るので、印刷コンテンツ指定には、Ａ１０００１．ＰＤＦというファイル名が含まれてい
る。このため、仲介サーバコンピュータ１２０は、コンテンツ情報データベースからＡ１
０００１．ＰＤＦを読み出して、印刷データとして、プリンタ１５０に送信する。
【００９１】
　この印刷データを、プリンタ１５０は、受信して（ステップＳ２２４）、印刷エンジン
２４６を駆動して印刷を実行する（ステップＳ２２６）。上記の例では、Ａ１０００１．
ＰＤＦという１つのファイルを印刷データとして受信し、その印刷を実行する。
【００９２】
　これにより、ユーザがプリンタ１５０に対して、放送事業者を特定したコンテンツ情報
の印刷を指示した後、印刷可能なコンテンツ情報の一覧リストから印刷するコンテンツ情
報を個別に指定する場合における、コンテンツ情報の印刷処理が終了する。
【００９３】
　図１３は、ステップＳ２２６の印刷の実行により印刷された印刷結果の一例を示す図で
ある。例えば、上述した第１実施形態と同様に、ユーザが見ていた番組が料理番組であり
、ユーザがその番組のコンテンツ情報の印刷を要求した場合には、プリンタ１５０では、
図１３に示すような料理番組に関するコンテンツ情報が印刷される。但し、第１実施形態
と異なり、料理のレシピに関するコンテンツ情報であるＡ１００００．ＰＤＦは、印刷さ
れずに、きょうの夕食の先生の経歴に関するコンテンツ情報であるＡ１０００１．ＰＤＦ
だけが印刷される。これにより、不要なコンテンツ情報まで印刷されてしまうのを避ける
ことができる。
【００９４】
　以上のように、本実施形態に係るコンテンツ情報配信システム１００によれば、ユーザ
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は、プリンタ１５０を操作するだけで、そのコンテンツ情報の印刷結果を得ることができ
る。このため、従来必要であったデジタルテレビジョン放送に対応したデジタルテレビが
無くとも、プリンタ１５０で放送事業者のコンテンツ情報を印刷することができる。
【００９５】
　また、プリンタ１５０にコンテンツ情報の印刷を指示する際には、その放送事業者を特
定する情報を入力した後、印刷可能なコンテンツ情報の一覧であるコンテンツ情報一覧画
面Ｗ２０がプリンタ１５０に表示されるので、ユーザは、その表示の中から自分が印刷を
希望するコンテンツ情報だけを指定して選択的に印刷することができる。このため、ユー
ザが希望しないコンテンツ情報までプリンタ１５０が印刷してしまい、印刷用紙を無駄に
してしまうという事態を回避することができる。
【００９６】
　なお、本実施形態においては、ステップＳ２００で、ユーザが放送事業者を特定するこ
となく、プリンタ１５０にコンテンツ情報の印刷を指示するようにしてもよい。この場合
には、コンテンツ情報の印刷要求を受信した仲介サーバコンピュータ１２０は、印刷要求
を受信した日時を特定し、この特定した日時に基づいて、すべての放送事業者のコンテン
ツ情報個別データベースＴＢ２０、ＴＢ２２、ＴＢ２４を検索する。そして、放送事業者
１、放送事業者２、放送事業者３の中で、該当するすべての印刷可能なコンテンツ情報の
一覧リストを、ステップＳ２１０でプリンタ１５０に送信する。このため、ステップＳ２
１４では、放送事業者に拘わらず、印刷可能なコンテンツ情報の一覧リストが、コンテン
ツ情報一覧画面Ｗ２０に表示される。
【００９７】
　図１４は、このようにした場合における、コンテンツ情報一覧画面Ｗ２０に表示される
、印刷可能なコンテンツ情報の一覧リストの一例を示す図である。この図１４に示すよう
に、放送事業者１、放送事業者２、放送事業者３のそれぞれについて、印刷可能なコンテ
ンツ情報が、一覧リストとして表示される。ユーザは、この一覧リストの中から、自分が
印刷を希望する放送事業者のコンテンツ情報を選択する。このような仕組みにすることに
より、ユーザは、コンテンツ情報の印刷をプリンタ１５０に指示入力する時点では、放送
事業者を特定する必要が無くなり、プリンタ１５０に対する操作がより簡便になるという
利点がある。
【００９８】
　〔第３実施形態〕
　第３実施形態は、上述した第１実施形態を変形して、レコーダにコンテンツ情報の取得
予約をしておき、ユーザが予約した時間になると、レコーダは自動的に仲介サーバコンピ
ュータ１２０にアクセスして、仲介サーバコンピュータ１２０からコンテンツ情報を取得
し、ハードディスクドライブに格納しておくようにしたものである。以下、上述した第１
実施形態と異なる部分を説明する。
【００９９】
　図１５は、本実施形態に係るコンテンツ情報配信システム１００の全体構成の一例を説
明するブロック図である。この図１５に示すように、本実施形態に係るコンテンツ情報配
信システム１００では、プリンタ１５０の代わりにレコーダ３００が設けられている。す
なわち、レコーダ３００が、家庭内のネットワーク１４０に接続されており、このネット
ワーク１４０を介して、レコーダ３００はインターネット１３０に接続され、仲介サーバ
コンピュータ１２０に接続される。このレコーダ３００は、コンテンツ情報の送信要求を
仲介サーバコンピュータ１２０に送信し、コンテンツ情報を取得する、コンテンツ情報取
得要求装置の一例である。
【０１００】
　図１６は、本実施形態に係るレコーダ３００の内部構成の一例を説明するブロック図で
ある。この図１６に示すように、本実施形態に係るレコーダ３００は、上述した図５のプ
リンタ１５０に、大容量の記憶装置の一例であるハードディスクドライブ３１０を追加的
に設けることにより構成されている。このため、本実施形態に係るレコーダ３００は、図
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５のプリンタ１５０にレコーダ機能を追加することにより構成されていると考えることも
できる。このハードディスクドライブ３１０には、コンテンツ情報の取得予約に基づいて
取得したコンテンツ情報が、格納され保持される。
【０１０１】
　一方、本実施形態においては、印刷機能は必ずしも必須の機能ではない。このため、印
刷エンジン２４６を省いて、レコーダ２４６を構成することもできる。印刷エンジン２４
６がレコーダ３００に搭載されていない場合には、ユーザは、ハードディスクドライブ３
１０に格納されているコンテンツ情報を、表示画面２５２に表示させて内容を見ることが
できる。また、外付けのプリンタを、このレコーダ３００に接続して、外付けのプリンタ
を用いて、ハードディスクドライブ３１０に格納されているコンテンツ情報を印刷するこ
ともできる。
【０１０２】
　図１７は、本実施形態に係るコンテンツ情報配信システム１００におけるコンテンツ情
報の配信処理を説明するためのフローチャートを示す図であり、上述した第１実施形態に
おける図６に対応する図である。すなわち、この図１７は、レコーダ３００と、仲介サー
バコンピュータ１２０と、放送事業者サーバコンピュータ１１０との間における、データ
やリクエストのやり取りを示している。
【０１０３】
　この図１７における放送事業者サーバコンピュータ１１０が実行すべき処理は、放送事
業者サーバコンピュータ１１０のＣＰＵ１６０が、例えばＲＯＭ１６４に格納されている
所定のプログラムを読み込んで実行することにより、実現される処理である。また、図１
７における仲介サーバコンピュータ１２０が実行すべき処理は、仲介サーバコンピュータ
１２０のＣＰＵ２００が、例えばＲＯＭ２０４に格納されている所定のプログラムを読み
込んで実行することにより、実現される処理である。また、図１７におけるレコーダ３０
０が実行すべき処理は、レコーダ３００のＣＰＵ２４０が、例えばＲＯＭ２４４に格納さ
れている所定のプログラムを読み込んで実行することにより、実現される処理である。
【０１０４】
　この図１７においては、仲介サーバコンピュータ１２０は、放送事業者の放送事業者サ
ーバコンピュータ１１０とやり取りをして、放送事業者サーバコンピュータ１１０からコ
ンテンツ情報を取得し、コンテンツ情報データベースを構築する（ステップＳ１００、ス
テップＳ１０２）。このステップＳ１００及びステップＳ１０２の処理は、上述した第１
実施形態と同様であり、構築されるコンテンツ情報データベースの構造も、上述した第１
実施形態と同様である。
【０１０５】
　一方で、レコーダ３００のユーザは、任意のタイミングで、コンテンツ情報の取得予約
に関する情報を、レコーダ３００に入力する（ステップＳ３００）。例えば、ユーザは、
テレビの番組表を見ていて、ある番組のコンテンツ情報が欲しいと考えた場合には、レコ
ーダ３００に対して、その番組を放送している放送事業者と、コンテンツ情報を取得する
時刻を指定して、コンテンツ情報の取得を予約する。
【０１０６】
　図１８は、ユーザがコンテンツ情報の取得予約をレコーダ３００に指示入力する際に、
表示画面２５２に表示される予約情報入力画面Ｗ３０の構成の一例を示す図である。この
図１８に示す予約情報入力画面Ｗ３０は、メニュー画面からユーザが適宜画面操作をする
ことにより、到達することの出来る画面である。
【０１０７】
　この予約情報入力画面Ｗ３０において、ユーザは、ユーザ入力装置２５４を操作して、
フィールドＦ３０に、コンテンツ情報を取得したいと考えている放送事業者を特定する情
報を入力し、フィールドＦ３２に、コンテンツ情報を取得したいと考えている日付を入力
し、フィールドＦ３４に、コンテンツ情報を取得したいと考えている時刻を入力する。こ
れらフィールドＦ３０、Ｆ３２、Ｆ３４に予約情報を入力し、決定を入力することにより
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、ユーザは、レコーダ３００に取得予約をすることができる。以下の説明では、ユーザが
、放送事業者として放送事業者１を指定し、予約日付として２００８年１１月２０日を指
定し、予約時刻として１３：１０を指定したと仮定する。
【０１０８】
　レコーダ３００には、時計機能が内蔵されており、この時計機能に基づいて、レコーダ
３００は、入力されている取得予約と現在の日時とを定常的に対比する。そして、入力さ
れている取得予約の日時になった場合、レコーダ３００は、コンテンツ情報の送信を要求
するコンテンツ情報取得要求を、仲介サーバコンピュータ１２０に送信する（ステップＳ
３０２）。本実施形態においては、このコンテンツ情報取得要求には、取得するコンテン
ツ情報を特定するための情報として、放送事業者を特定する情報が含まれている。但し、
コンテンツ情報取得要求には、時刻情報等は含まれていない。これは、このコンテンツ情
報取得要求を受信した仲介サーバコンピュータ１２０で、時刻情報は自動的に特定できる
からである。但し、レコーダ３００は、入力されている取得予約の日時に関する情報など
を、番組を特定する情報として、コンテンツ情報取得要求に含ませるようにしてもよい。
【０１０９】
　このコンテンツ情報取得要求を受信した仲介サーバコンピュータ１２０は、このコンテ
ンツ情報取得要求を受け付けた日時を特定する（ステップＳ３０４）。この日時は、例え
ば、仲介サーバコンピュータ１２０が備えている時計機能を用いて、特定することが可能
である。
【０１１０】
　次に、仲介サーバコンピュータ１２０は、コンテンツ情報取得要求に含まれている放送
事業者を特定する情報と、ステップＳ３０４で特定した日時に関する情報とに基づいて、
コンテンツ情報データベースを検索し、レコーダ３００に送信すべきコンテンツ情報を特
定する（ステップＳ３０６）。
【０１１１】
　例えば、上述した第１実施形態と同様に、ステップＳ３０６で特定したコンテンツ情報
取得要求を受け付けた日時が、２００８年１１月２０日の１３：１０であったと仮定する
と、仲介サーバコンピュータ１２０は、放送事業者１のコンテンツ情報個別対応データベ
ースＴＢ２０を検索して、レコーダ３００に送信すべきコンテンツ情報として、Ａ１００
００．ＰＤＦとＡ１０００１．ＰＤＦという２つのファイルを特定する。
【０１１２】
　次に、仲介サーバコンピュータ１２０は、ステップＳ３０６で特定したコンテンツ情報
を、レコーダ３００に送信する（ステップＳ３０８）。すなわち、ステップＳ３０６で特
定したコンテンツ情報を、コンテンツ情報データベースから読み出して取得し、レコーダ
３００に送信する。
【０１１３】
　上記の例では、仲介サーバコンピュータ１２０は、コンテンツ情報データベースから、
Ａ１００００．ＰＤＦとＡ１０００１．ＰＤＦという２つのファイルのデータを読み出し
て取得した上で、レコーダ３００にコンテンツ情報として送信する。
【０１１４】
　このコンテンツ情報を、レコーダ３００は、受信して（ステップＳ３１０）、ハードデ
ィスクドライブ３１０に格納する（ステップＳ３１２）。図１９は、取得したコンテンツ
情報をハードディスクドライブ３１０に格納するために、ハードディスクドライブ３１０
に形成される取得コンテンツ情報格納テーブルＴＢ４０の構成の一例を示す図である。
【０１１５】
　この図１９に示すように、レコーダ３００は、ステップＳ３１０で取得したコンテンツ
情報を、放送事業者と、ユーザの予約した日付と、ユーザの予約した時刻とに対応付けて
、格納して保持する。これにより、レコーダ３００によるコンテンツ情報の取得が完了す
る。
【０１１６】
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　そして、ユーザは、任意のタイミングで、レコーダ３００を操作し、取得コンテンツ情
報一覧画面を、表示画面２５２に表示する（ステップＳ３１４）。図２０は、ステップＳ
３１４で表示される取得コンテンツ情報一覧画面Ｗ４０の構成の一例を示す図である。こ
の図２０に示す取得コンテンツ情報一覧画面Ｗ４０は、メニュー画面からユーザが適宜画
面操作をすることにより、到達することの出来る画面である。この図２０に示すように、
表示画面２５２に表示された取得コンテンツ情報一覧画面Ｗ４０には、取得コンテンツ情
報格納テーブルＴＢ４０に格納されているコンテンツ情報の一覧が表示される。すなわち
、取得コンテンツ情報一覧画面Ｗ４０には、レコーダ３００が、仲介サーバコンピュータ
１２０から取得して、ハードディスクドライブ３１０に保持しているコンテンツ情報の一
覧が表示される。
【０１１７】
　この取得コンテンツ情報一覧画面Ｗ４０において、ユーザは、ユーザ入力装置２５４を
操作して、カーソルＣＲを移動し、自分が印刷したいと考えているコンテンツ情報を指定
する。この指定が終了した時点で、ユーザは、レコーダ３００に印刷実行を指示入力する
（ステップＳ３１６）。
【０１１８】
　この印刷実行の指示を受けて、レコーダ３００は、ユーザが指定したコンテンツ情報の
印刷を実行する（ステップＳ３１８）。上記の例では、印刷エンジン２４６を駆動して、
Ａ１００００．ＰＤＦとＡ１０００１．ＰＤＦという２つのファイルの印刷を実行する。
これにより得られる印刷結果は、上述した第１実施形態における図９と同様である。すな
わち、ユーザは、この番組が放送されている時間帯にコンテンツ情報の印刷を指示しなく
とも、上述の図９に示したような料理の作り方のレシピを印刷して、取得することができ
る。
【０１１９】
　以上のように、本実施形態に係るコンテンツ情報配信システム１００によれば、ユーザ
は、レコーダ３００に、コンテンツ情報を取得したい放送事業者と日時を指定して取得予
約をするだけで、そのコンテンツ情報を取得して、事後的に印刷をすることができる。こ
のため、従来必要であったデジタルテレビジョン放送に対応したデジタルテレビが無くと
も、レコーダ３００で放送事業者のコンテンツ情報を取得することができる。
【０１２０】
　また、コンテンツ情報を取得したいと考えている時間帯にユーザが不在であっても、レ
コーダ３００に取得予約をしておくことにより、コンテンツ情報を取得して、印刷するこ
とができる。このため、コンテンツ情報を取得したいと考えているユーザの利便性を、よ
り向上させることができる。
【０１２１】
　なお、本実施形態においては、ステップＳ３００で、ユーザが放送事業者を特定するこ
となく、レコーダ３００にコンテンツ情報の取得予約をできるようにしてもよい。この場
合には、レコーダ３００は、ユーザが予約した日時になった時点で、放送事業者を特定せ
ずにコンテンツ情報取得要求を、仲介サーバコンピュータ１２０に送信する。レコーダ３
００からコンテンツ情報取得要求を受け付けた仲介サーバコンピュータ１２０は、受け付
けした日時で特定される時刻情報に基づいて、すべての放送事業者のコンテンツ情報個別
データベースＴＢ２０、ＴＢ２２、ＴＢ２４を検索し、該当するすべてのコンテンツ情報
を特定し、すべての放送事業者のコンテンツ情報をレコーダ３００に送信する。
【０１２２】
　このため、レコーダ３００のハードディスクドライブ３１０には、ユーザが予約した日
時において放送されている番組のすべてのコンテンツ情報が、格納されることとなる。そ
して、ユーザは、ステップＳ３１４で表示される取得コンテンツ情報一覧画面Ｗ４０にお
いて、印刷を希望するコンテンツ情報を選択することとなる。このような仕組みにするこ
とにより、ユーザは、コンテンツ情報の取得予約をしようとする際に、放送事業者を特定
する必要が無くなり、レコーダ３００に対する操作がより簡便になるという利点がある。
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【０１２３】
　また、上述したステップＳ３１６において、表示画面２５２にユーザが指定したコンテ
ンツ情報を表示できるようにしてもよい。この場合、取得コンテンツ情報一覧画面Ｗ４０
においてユーザが選択したコンテンツ情報を、レコーダ３００は、表示画面２５２に表示
する。そして、表示内容を確認した上で、ユーザが印刷指示をレコーダ３００に入力する
ようにすることも可能である。
【０１２４】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されず種々に変形可能である。例えば、上述した第
１実施形態及び第２実施形態では、コンテンツ情報取得要求装置がプリンタ１５０である
場合を例にして、また、第３実施形態では、コンテンツ情報取得要求装置がレコーダ３０
０である場合を例にして、本発明を説明したが、コンテンツ情報取得要求装置は、プリン
タ１５０やレコーダ３００に限られるものではない。例えば、このコンテンツ情報取得要
求装置は、仲介サーバコンピュータ１２０にアクセスすることのできるディスクトップパ
ソコンやノートパソコン、携帯電話などで、構成することもできる。
【０１２５】
　また、上述した仲介サーバコンピュータ１２０や放送事業者サーバコンピュータ１１０
が構築するコンテンツ情報データベースの構造は任意であり、上述したデータベースの構
成は、一例に過ぎない。
【０１２６】
　上述の実施形態で説明した各処理については、これら各処理を実行するためのプログラ
ムをフレキシブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disc-Read Only Memory）、ＲＯＭ
、メモリカード等の記録媒体に記録して、記録媒体の形で頒布することが可能である。こ
の場合、この記録媒体に記録されたプログラムを放送事業者サーバコンピュータ１１０や
、仲介サーバコンピュータ１２０、プリンタ１５０、レコーダ３００に読み込ませ、実行
させることにより、上述した実施形態を実現することができる。
【０１２７】
　また、放送事業者サーバコンピュータ１１０や、仲介サーバコンピュータ１２０、プリ
ンタ１５０、レコーダ３００は、オペレーティングシステムや別のアプリケーションプロ
グラム等の他のプログラムを備える場合がある。この場合、放送事業者サーバコンピュー
タ１１０や、仲介サーバコンピュータ１２０、プリンタ１５０、レコーダ３００の備える
他のプログラムを活用するために、その放送事業者サーバコンピュータ１１０や、仲介サ
ーバコンピュータ１２０、プリンタ１５０、レコーダ３００が備えるプログラムの中から
、上述した実施形態と同等の処理を実現するプログラムを呼び出すような命令を含むプロ
グラムを、記録媒体に記録するようにしてもよい。
【０１２８】
　さらに、このようなプログラムは、記録媒体の形ではなく、ネットワークを通じて搬送
波として頒布することも可能である。ネットワーク上を搬送波の形で伝送されたプログラ
ムは、放送事業者サーバコンピュータ１１０や、仲介サーバコンピュータ１２０、プリン
タ１５０、レコーダ３００に取り込まれて、このプログラムを実行することにより上述し
た実施形態を実現することができる。
【０１２９】
　また、記録媒体にプログラムを記録する際や、ネットワーク上を搬送波として伝送され
る際に、プログラムの暗号化や圧縮化がなされている場合がある。この場合には、これら
記録媒体や搬送波からプログラムを読み込んだ放送事業者サーバコンピュータ１１０や、
仲介サーバコンピュータ１２０、プリンタ１５０、レコーダ３００は、そのプログラムの
復号や伸張を行った上で、実行する必要がある。
【０１３０】
　また、上述した実施形態では、各処理をソフトウェアにより実現する場合を例に説明し
たが、これらの各処理をＡＳＩＣ（Application Specific IC）などのハードウェアによ
り実現するようにしてもよい。さらには、これらの各処理を、ソフトウェアとハードウェ



(22) JP 2010-146291 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

アとが協働して実現するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１３１】
【図１】従来のコンテンツ情報配信システムの全体構成を説明するためのブロック図。
【図２】本発明に係るコンテンツ情報配信システムの全体構成の一例を説明するためのブ
ロック図。
【図３】図２のコンテンツ情報配信システムに設けられた放送事業者サーバコンピュータ
の内部構成の一例を説明するためのブロック図。
【図４】図２のコンテンツ情報配信システムに設けられた仲介サーバコンピュータの内部
構成の一例を説明するためのブロック図。
【図５】図２のコンテンツ情報配信システムに設けられたプリンタの内部構成の一例を説
明するためのブロック図。
【図６】本発明の第１実施形態に係るコンテンツ情報配信システムにおけるコンテンツ情
報配信処理の内容を説明するためのフローチャートを示す図。
【図７】図４の仲介サーバコンピュータが構築したコンテンツ情報データベースに形成さ
れるコンテンツ情報対応テーブルの構成の一例を示す図。
【図８】図５のプリンタの表示画面に表示されるコンテンツ情報印刷指示画面の構成の一
例を示す図。
【図９】図５のプリンタが図６の処理を実行することにより取得したコンテンツ情報の印
刷結果の一例を示す図。
【図１０】本発明の第２実施形態に係るコンテンツ情報配信システムにおけるコンテンツ
情報配信処理の内容を説明するためのフローチャートを示す図。
【図１１】図４の仲介サーバコンピュータが構築したコンテンツ情報データベースに形成
される付随情報テーブルの構成の一例を示す図。
【図１２】図５のプリンタの表示画面に表示されるコンテンツ情報一覧画面の構成の一例
を示す図。
【図１３】図５のプリンタが図１０の処理を実行することにより取得したコンテンツ情報
の印刷結果の一例を示す図。
【図１４】本発明の第２実施形態の変形例を実現する際に、図５のプリンタに表示される
コンテンツ情報一覧画面の構成の一例を示す図。
【図１５】本発明の第３実施形態に係るコンテンツ情報配信システムの全体構成の一例を
説明するためのブロック図。
【図１６】図１５のコンテンツ情報配信システムに設けられたレコーダの内部構成の一例
を説明するためのブロック図。
【図１７】本発明の第３実施形態に係るコンテンツ情報配信システムにおけるコンテンツ
情報配信処理の内容を説明するためのフローチャートを示す図。
【図１８】図１５のレコーダの表示画面に表示される予約情報入力画面の構成の一例を示
す図。
【図１９】図１５のハードディスクドライブに形成される取得コンテンツ情報格納テーブ
ルの構成の一例を示す図。
【図２０】図１５のレコーダの表示画面に表示される取得コンテンツ情報一覧画面の構成
の一例を示す図。
【符号の説明】
【０１３２】
１００　コンテンツ情報配信システム
１１０　放送事業者サーバコンピュータ
１２０　仲介サーバコンピュータ
１３０　インターネット
１４０　ネットワーク
１５０　プリンタ
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３００　レコーダ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】
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